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 本学大学院薬学研究科博士課程では、医療現場等において指導的な役割を担う人材の養成を図るため「カ

リキュラムポリシー」に基づき、以下の教育課程を編成している。 

 

①教育研究のコアとなる講義及び演習科目については、医療薬学基盤科目（14 科目） 

と医療薬学応用科目（10 科目）とに区分し、医療薬学基盤科目から10 単位以上、医療薬学応用科目から6 

単位以上の履修を条件として、研究テーマに応じて専門分野及び関連分野について幅広く薬学や医療につい

て学べるよう科目を配置している。 

 

②上記の講義・演習科目では、医薬品及び医療にかかわる最先端の知識の修得および研究等について、基礎

から応用までを幅広く学ぶとともに、狭義の専門領域にとどまらず幅広い分野の知識の修得を図ることがで

きるようよう配慮している。 

 

③医療薬学応用科目には、医療機関において専門医・専門薬剤師等の指導により臨床研究を展開する「臨床

薬学総合実習（４単位）」を配置して、高い専門性と臨床能力を有する専門薬剤師等の養成を目指す。 

 

④上記の「臨床薬学総合実習」では、専門薬剤師を目指す学生を主な対象として、これまで従来の大学院教

育（「薬学臨地実習」）で培ってきた医療機関との提携・協力関係と臨床現場における実習・研究の実績を活

かし、現場の専門医あるいは専門薬剤師の指導のもと、共同で臨床研究を展開する。 

 なお、実習を行う医療機関については、研究テーマに基づき当該実習担当教員及び指導教員との協議によ

り選定し、実施する時期並びに期間については、研究計画及び研究の進行状況を勘案のうえ、実施予定の医

療機関との調整により決定する。 

 

⑤研究から論文作成までの基礎的な研究能力を養うため、基盤研究科目として、「実験計画演習（２単位）」、

「情報処理演習（２単位）」の２科目を必修とし、「基盤研究総合実習（２単位）」を選択科目として配置し

ている。 

 

⑥「実験計画演習」では、課題研究に関連する様々な実験手法や機器分析法を学ぶとともに、実験計画の立

案方法などを修得する。 

 

⑦「情報処理演習」では課題研究に関する文献調査を通じて高度な情報収集能力、情報解析能力、英語力並

びにプレゼンテーション能力などを修得する。 

 

⑧「基盤研究総合実習」では、所属する研究分野以外の異なる２つの研究分野の教員により、研究手法に関

する総合的な指導を受け、広い研究視野を身につけるとともに、課題研究へ応用する能力を修得する。 

 

⑨課題研究では、指導教員の指導に基づき、専門分野にかかわる特定の研究課題を設定して、各講義・演習

科目で修得した知識・技能を活かして研究を行い、その成果を博士論文としてまとめる。 

 

⑩専門薬剤師を目指す学生を対象に「専門薬剤師科目」として「専門薬剤師特別講義（２単位）」を開講し、

専門薬剤師に求められる実践的な専門知識について、臨床における諸課題や最新の知見などを中心に総合的

に学ぶとともに、チーム医療における専門薬剤師の役割と意義についても理解を深める。 

 

《点検・評価》《点検・評価》《点検・評価》《点検・評価》    

 本研究科のカリキュラムポリシーに基づき、薬学を基盤にしながら、基礎的知識から応用的知識までを幅

広く学ぶことにより、広範な知識の獲得を図るとともに、総合的な幅広い視野に立脚した臨床能力・研究能

力の修得と深化を具現化するためのカリキュラムとなっており、本研究科の理念並びミッションを実現する

ものとなっている。 

 教育課程の各授業科目は、特論の諸科目については、医薬品及び医療にかかわる最先端の研究の成果等を

ふまえ、高度な実践的能力を修得できるよう配慮しており、講義（特論）・演習から実習、さらに課題研究

へと展開していく過程で、博士課程教育にふさわしい高度な臨床能力・研究能力の修得を図ることができる

よう編成されている。 


